
公益社団法人　日本都市計画学会中国四国支部　設立10周年記念リレーシンポジウム

私が伝えたい ２０１２年９月２９日 ( 土 )

１５：３０～１８：００

アートゾーン藁工倉庫

高知市北金田２８
（http://warakoh.com/）

主催：公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部
後援：一般社団法人日本建築学会四国支部、公立大学法人高知工科大学、高知新聞社、RKC高知放送、 KUTVテレビ高知、KSSさんさんテレビ

日時

場所

１）メールで申し込み
　 E-mail : toshi929@kochi-tech.ac.jp
　  お名前・所属・電話番号・メールアドレスを明記の上
　  参加内容（シンポジウム・交流会）をお知らせください。
２）ホームページから申し込み

■お問合せ先   高知工科大学地域連携機構　0887-57-2778（岡村・西谷）

■お申し込み方法

シンポジウム「私が伝えたい”街の財産”」
http://www.facebook.com/20120929kochi
参加入力フォームをご利用下さい

１５：３０～１６：００

１６：００～１８：００　参加費：500 円（ワンドリンク付き）

１８：００～１９：３０      参加費：3,000 円
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特定非営利活動法人
ワークスみらい高知 代表

（１）講演
「高知遺産」　タケムラナオヤ
「藁工倉庫」　竹村利道
「森林鉄道」　松本敏
「空間の履歴」　大谷英人

（２）フリーディスカッション
 ～街の財産を、どのように次世代に伝えていくのか？～
パネリストと共に会場からの質問や意見を交えて進
めていきます。

土佐バル（藁工倉庫内）にて楽しく食事をしながら意見交換会を開催します。

受付およびアートゾーン藁工倉庫内を自由に散策。

プログラム
自由見学会

シンポジウム

交流会

財産街の

タケムラナオヤ
タケムラデザインアンド
プランニング代表

松本敏
中芸地区森林鉄道遺産を
保存・活用する会・
アークデザイン研究所代表取締役

大谷英人
高知工科大学大学院
工学研究科教授

海を眺める小さな無
人駅。路地裏にある

レンガ造りの塀。銀
行として使われてい

た洋館。

次の世代に伝承した
い建物や景色といっ

た都市の財産は時代
の流れとともに失わ

れ、個人の記憶にの
み残されていきます

。

「未来に残していく
べき都市の記憶とは

？」「都市の財産を
どのように次の世代

に伝え、伝承してい
くのか？」

実際に高知で都市の
財産を次の世代に発

信している伝承者た
ちを迎え、それぞれ

の思いや活動を聞い
てみたいと思います

。
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企画：岡村健志（高知工科大学地域連携機構助教）


